
 1 

商品市況展望  

平成 24 年 12 月 9 日記 

 注目の米雇用統計が金曜の夜 22 時 30 分に発表された。それは、以下のような結果となった。 

11111111 月月月月失業率失業率失業率失業率    7.7%7.7%7.7%7.7% 事前予想 7.9% 前回 7.9% 

非農業部門雇用者数非農業部門雇用者数非農業部門雇用者数非農業部門雇用者数    146146146146 千人千人千人千人 事前予想 85 千人 前回 138 千人（171 千人から修正） 

 

 ハリケーン｢サンディ｣の影響が無かったのは懐疑的だとし、12 月の数字も見なければ…とい

う慎重な見方もあるものの、この数字だけを見れば、地味ながら米経済は順調に回復している。

0.20.20.20.2 ポイント低下のポイント低下のポイント低下のポイント低下の 7.77.77.77.7％の失業率というのは、％の失業率というのは、％の失業率というのは、％の失業率というのは、2002002002008888 年年年年 12121212 月以来の月以来の月以来の月以来の 4444 年ぶりの低水準となって年ぶりの低水準となって年ぶりの低水準となって年ぶりの低水準となって

いるからだいるからだいるからだいるからだ。 

 これを受けた米株式市場は、80 ドル強の上昇。ただしナスダックは上がっておらず、為替も

初めはドル買いが先行したが、すぐに元に戻った。 

 そして商品市場は、貴金属が小幅高した以外は、原油・穀物は続落となった。 

 

 今の国内商品市場は、夜間取引で米国市場と同時並行で動いているため、こういう材料はすぐ

に織り込んでしまう。 

 ただ 7 日夜の金の動きを見ると、以下のように結構動いた。 

 

1、ハリケーン被害＆大統領選も終わった事だし、雇用統計は悪い数字が出るんじゃないの？と

発表前の思惑で、まず金は買われた。 

2、ところが数字は良かったので、思惑ハズレの狼狽売りで一度急落。 

3、しかし、原油や株が雇用の改善を見て戻り始めたのに連れ高し、4,500 円割れから 50 円ほど

急騰。 

4、0 時頃に戻りいっぱいとなって 40 円ほど値を消す急落に。これは｢雇用が回復してゆくなら、

QE3 の期間は短縮されるんじゃないの？｣という思惑が出たため。 

5、最後は安値拾いの買いも出て、結局前日とほぼ変わらない 4,520 円台で引けた。 

 

 現在の証拠金は、金 1 枚＝9 万円だ。50 円の動きは、9 万円につき 5 万円の変動となるのだか

ら、たった数時間の動きの中でもめまぐるしく頭を使う。凌ぎを削る戦いを続けているわけだ。 

 ｢ソーレ来た、買え！｣｢よーし、売れ！｣という事で、逆に動けば命の次に大事なカネが消える

のだから、そりゃ気合も入ろうもんだ。頭に汗して、戦っているわけだ。 

 

 別に泡沫政党の｢社民党｣辺りの言う事なんぞどうでも良いのだが、ああいうサヨク連中は必ず

｢財政問題や消費税反対の対案｣で、『金融商品取引にもっと課税をして、ある所からカネを取れ

ば良い』とのたまう。これはホント頭に来る。 

 ｢身体に汗して働くのも大変なのはわかるが、同じように頭に汗して働くのも大変なんだ！ラ

クしてカネを儲けているように言うなら、お前も一度張ってみろ！｣と言いたくなる。 

あいつらは身体にも汗せず、頭も使わず、単に口先だけで平和、平和とお題目を唱えているだ

けなんだから、博奕打ちの俺らよりも下等な奴らじゃないのかい？ 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕 

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

12 月 3 日 \4,552 -32 \4,564 -32 

12 月 4 日 \4,493 -59 \4,506 -58 

12 月 5 日 \4,502 9 \4,516 10 

12 月 6 日 \4,470 -32 \4,484 -32 

12 月 7 日 \4,510 40 \4,524 40 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『大勢では 5,000 円オーバーの強気の相場観を取らざるを得ない

が、為替や NY 金のチャート、政治スケジュールなどを勘案した場合、その買い相場も乱高下が

続きながらのものとなると思われる。突っ込みは買い、吹き値は利食いながらの作戦が良いだろ

う』とコメントした。 

今週の相場展開は、4,6174,6174,6174,617 円（円（円（円（12/312/312/312/3）→）→）→）→4,4654,4654,4654,465 円（円（円（円（12/12/12/12/5555）まで）まで）まで）まで 152152152152 円の下落円の下落円の下落円の下落を演じた後、週末

には 4,500 円台に回復。その後の夜間取引は、前述のとおり高値 4,546 円、安値 4,496 円の 50

円幅の乱高下で、4,521 円の引けである。 

 

年初来高値年初来高値年初来高値年初来高値のののの 4,6594,6594,6594,659 円（円（円（円（11/2611/2611/2611/26））））まで上昇した相場は、戻ると売られる調整局面に入っている。

いずれどこかで、昨年 9 月に記録した上場来高値上場来高値上場来高値上場来高値 4,7544,7544,7544,754 円円円円を抜くのでは？を抜くのでは？を抜くのでは？を抜くのでは？と考えているものの、

4,465 円が調整安の底なのかどうかまでは、まだ確定とは言いづらいところ。 

 

今回の米雇用用統計は｢織り込み済み｣になっただろうから、次の材料は次の材料は次の材料は次の材料は FFFFOMCOMCOMCOMC 後のバーナンキ後のバーナンキ後のバーナンキ後のバーナンキ

FRBFRBFRBFRB 議長の会見だ議長の会見だ議長の会見だ議長の会見だ。…中略… 

また 11 月の急騰を演出した円安は、｢16 日の選挙で安倍政権が誕生する｣という材料を先取り

して動いたわけであり、すでにすでにすでにすでに材料織り込み済みにな材料織り込み済みにな材料織り込み済みにな材料織り込み済みになっている事は想像に難くないっている事は想像に難くないっている事は想像に難くないっている事は想像に難くない。だからこ

のところ円安は一服しているわけで、金相場も金相場も金相場も金相場も調整調整調整調整局面入りとなっているわけだ局面入りとなっているわけだ局面入りとなっているわけだ局面入りとなっているわけだ。その調整が、

一体どこで終わるのかにも注目だろう。 

  

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 12 月 \4,037 

12 月 26

日 

\4,654 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,510 

2013 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \4,654 2 月 27 日 \3,885 6 月 4 日 \4,515 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \4,655 

11 月 26

日 

\3,886 6 月 4 日 \4,518 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \4,654 

11 月 26

日 

\3,940 7 月 24 日 \4,519 

2013 年 8 月 \4,224 8 月 29 日 \4,657 

11 月 26

日 

\4,166 9 月 3 日 \4,520 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\4,659 

11 月 26

日 

\4,330 11 月 6 日 \4,524 
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〇NY 金日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 12/712/712/712/7 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、前日比、前日比、前日比、前日比 3.73.73.73.7 ドルドルドルドル高高高高のののの 1705.51705.51705.51705.5 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。安値は 1684.1 ドルまで

あり、為替は 82.40 円で国内換算は 15 時半比で 4 円高。 

材料＆動きは、前述のとおり。 

 

チャートでは 1672.51672.51672.51672.5 ドルドルドルドル（（（（11/511/511/511/5）→）→）→）→1717171755.055.055.055.0 ドル（ドル（ドル（ドル（11/11/11/11/23232323）まで）まで）まで）まで 82.582.582.582.5 ドル反騰ドル反騰ドル反騰ドル反騰の後、の後、の後、の後、一目均衡一目均衡一目均衡一目均衡

表の雲の上に出られずに反落表の雲の上に出られずに反落表の雲の上に出られずに反落表の雲の上に出られずに反落して下落して下落して下落して下落。この日の安値 1684.1 ドル（12/7）まで値を消している

わけだ。 

上値抵抗線は上値抵抗線は上値抵抗線は上値抵抗線は 1755175517551755 ドル、ドル、ドル、ドル、1798.11798.11798.11798.1 ドルドルドルドルであり、下値抵抗線は下値抵抗線は下値抵抗線は下値抵抗線は 1672.51672.51672.51672.5 ドルドルドルドルというところ。わず

かだが、一目均衡表の雲の下に出ているところであるが、雲は非常に薄いゾーンへと突入してい

る情勢だ。 

 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 12/412/412/412/4 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

 

またまたまたまた 12/712/712/712/7 現在の現在の現在の現在の ETFETFETFETF 残高は残高は残高は残高は、…中略… 

 

この 2 つのデータで判断するならば、短期的には調整安、長期的には押し目買いという事にな

るわけだ。 

    

 結論として当方の相場観は、大勢では買い相場という図式には変化がないだろう。しかし現在

は調整局面入りをすでにしており、調整局面が終わったとの判断はまだ出来ない。もう少し下が

るか、反騰を開始するかは、徐々にハッキリとするだろう。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

12 月 3 日 \4,274 -26 \4,286 -30 

12 月 4 日 \4,219 -55 \4,229 -57 

12 月 5 日 \4,216 -3 \4,226 -3 

12 月 6 日 \4,193 -23 \4,202 -24 

12 月 7 日 \4,254 61 \4,266 64 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『大勢では買い相場で、まずは 4,400 円台～4,500 円台を

目指していると考えているものの、100 円程度の調整安は何度も入って不思議はないだろう。突

っ込みを買って、吹き値は利食いながらの対処がベターだと考える』とコメントした。 

今週の相場展開は、4,3364,3364,3364,336 円（円（円（円（12/312/312/312/3）まで戻り高値を更新）まで戻り高値を更新）まで戻り高値を更新）まで戻り高値を更新するものの、その後は反落。4,1844,1844,1844,184

円（円（円（円（12/512/512/512/5）まで）まで）まで）まで 152152152152 円の下落円の下落円の下落円の下落（金と全く同じ下げ幅）を演じ、週末にはまた戻して終了した。 

その後の夜間取引でも、金と同様に乱高下。高値 4,297 円、安値 4,238 円で上下 59 円の動き、

4,284 円での引けとなっている。 

 

さてチャートでは、3,9333,9333,9333,933 円（円（円（円（10/3010/3010/3010/30）→）→）→）→4,3384,3384,3384,338 円（円（円（円（12/312/312/312/3）まで）まで）まで）まで 405405405405 円の上昇の後、調整局面円の上昇の後、調整局面円の上昇の後、調整局面円の上昇の後、調整局面

入りとなっている入りとなっている入りとなっている入りとなっている。ただし金が金が金が金が12/312/312/312/3に年初来高値を更新した中で、プラチナはに年初来高値を更新した中で、プラチナはに年初来高値を更新した中で、プラチナはに年初来高値を更新した中で、プラチナは10/510/510/510/5の高値の高値の高値の高値4,3954,3954,3954,395

円すら更新しておらず、年初来高値の円すら更新しておらず、年初来高値の円すら更新しておらず、年初来高値の円すら更新しておらず、年初来高値の 4,5894,5894,5894,589 円にはまだまだ遠い状況だ円にはまだまだ遠い状況だ円にはまだまだ遠い状況だ円にはまだまだ遠い状況だ。 

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 12 月 \3,605 

12 月 26

日 

\4,582 3 月 14 日 \3,471 7 月 24 日 \4,254 

2013 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,589 3 月 14 日 \3,468 7 月 24 日 \4,254 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \4,381 10 月 5 日 \3,466 7 月 24 日 \4,255 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \4,386 10 月 5 日 \3,460 7 月 24 日 \4,262 

2013 年 8 月 \3,860 8 月 29 日 \4,395 10 月 5 日 \3,807 8 月 31 日 \4,263 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\\\\4,3384,3384,3384,338    12121212 月月月月 3333 日日日日    \3,933 

10 月 30

日 

\4,266 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

 

週末現在のサヤは、4,266 円（プラチナ）－4,524 円（金）＝－－－－222258585858 円円円円。 

…中略… 

 

結論として当方の相場観は、基本的には押し目買いだが、4,100 円前半くらいまでの調整安は

あって不思議はないだろう。大きく下げた日に、買いを仕掛ける相場だろうと見ている。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  1 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

12 月 3 日 \27,700 110 \26,000 100 

12 月 4 日 \26,730 -970 \25,700 -300 

12 月 5 日 \28,720 1990 \25,820 120 

12 月 6 日 \28,700 -20 \25,820 0 

12 月 7 日 \28,700 0 \25,780 -40 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『まだもみ合いを脱する事は無いだろう。逆ザヤの解消が、それに更に拍車

を掛けるものと見る』とコメントした。 

今週の相場展開は、25,000 円台後半でのもみ合い。 

 

先限引き継ぎチャートでは、24,42024,42024,42024,420 円（円（円（円（11111111/14/14/14/14））））→→→→26,02026,02026,02026,020 円（円（円（円（11/3011/3011/3011/30）まで）まで）まで）まで 1,6001,6001,6001,600 円の上昇円の上昇円の上昇円の上昇で

あるが、一目均衡表の雲の下限に到達したところで横ばいとなった。 

やはり上昇に勢いは感じられず、抜けるほどの相場ではないというのが実証されたわけだ。 

 

現在の値位置で天候相場を迎えた場合は、買っても面白いのだろうと考えてはいるものの、そ

れは年が明けて 2 月・3 月になった時の話であり、今からそれをしても資金が寝るだけではある

まいか。そういう考えでいるのが、当方の見方である。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 1 月 \21,790 

12 月 16

日 

\30,950 8 月 22 日 \20,520 6 月 4 日 \28,700 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \30,340 8 月 22 日 \20,820 6 月 4 日 \28,330 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \30,300 8 月 13 日 \21,040 6 月 4 日 \28,710 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \30,300 8 月 13 日 \21,490 6 月 18 日 \28,500 

2013 年 9 月 \28,500 8 月 16 日 \29,430 8 月 23 日 \25,510 10 月 1 日 \27,570 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\26,020 

11 月 30

日 

\24,420 

11 月 14

日 

\25,780 

 

〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 12/412/412/412/4 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、11112222 月限月限月限月限でででで 15.0015.0015.0015.00 センセンセンセントトトト安安安安のののの 732.75732.75732.75732.75 セントでセントでセントでセントでのののの終了終了終了終了。来年の来年の来年の来年の 9999 月月月月

限では限では限では限では 6.006.006.006.00 セントセントセントセント安安安安のののの 666655557777.75.75.75.75 センセンセンセントトトトである。…中略… 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 12/412/412/412/4 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、年内いっぱい横ばいの相場が続くだろう。妙味無しである。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

12 月 3 日 \48,700 -1290 \49,730 340 

12 月 4 日 \50,550 1850 \49,330 -400 

12 月 5 日 \50,000 -550 \49,530 200 

12 月 6 日 \50,020 20 \50,000 470 

12 月 7 日 \48,800 -1220 \50,360 360 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『来春にこの価格帯なら買いで取れるのではないかとも思うが、今は仕掛け

る時期ではなかろう。果報は寝て待てだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、当限の下落乱高下と反対に、先物は確りで 50,45050,45050,45050,450 円（円（円（円（12/712/712/712/7）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。

久々の久々の久々の久々の 5555 万円台乗せで一代高値の更新万円台乗せで一代高値の更新万円台乗せで一代高値の更新万円台乗せで一代高値の更新となった。 

 

チャートでは一目均衡表の雲の上に出て、しかも 49,750 円（11/5）の上値抵抗線を超える買

いトレンドの発生である。 

ただし穀物相場の習性上、この時期に大相場に発展するのは難しいとの判断を当方は下してお

り、この上昇は一過性のもので、近いうちに反落するだろうというのが結論だ。 

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \63,950 7 月 23 日 \36,830 

12 月 16

日 

\48,800 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \60,000 7 月 23 日 \41,050 2 月 16 日 \51,060 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \56,480 7 月 23 日 \41,750 6 月 4 日 \51,420 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \52,190 7 月 20 日 \44,400 6 月 18 日 \50,130 

2013 年 8 月 \48,020 8 月 16 日 \51,810 9 月 5 日 \47,500 

11 月 13

日 

\50,250 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \\\\50,45050,45050,45050,450    12121212 月月月月 7777 日日日日    \46,920 

10 月 16

日 

\50,360 

 

〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 12/712/712/712/7 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、1111 月限で月限で月限で月限で 19.0019.0019.0019.00 セントセントセントセント安安安安のののの 1472.251472.251472.251472.25 セントセントセントセント。来年の来年の来年の来年の 11111111 月限月限月限月限はははは 5555.75.75.75.75

セント安セント安セント安セント安のののの 1313131329292929....00000000 セントセントセントセント。…中略… 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 12/412/412/412/4 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、サヤ修正での上げが続いてきたわけだが、もうそろそろこの上げ

も終了だろう。買いは年明けに考えるがベターだと見ている。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  12 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

12 月 3 日 250.0 3.4 263.7 4.6 

12 月 4 日 250.0 0.0 262.1 -1.6 

12 月 5 日 251.5 1.5 265.1 3.0 

12 月 6 日 251.0 -0.5 263.7 -1.4 

12 月 7 日 250.9 -0.1 263.6 -0.1 

先週号においては『チャートは中立状態であろう。注目は上海在庫の急増と、タイ政府の発表

だが、やなり大勢では戻り売り相場であるとの考えである』とコメントした。    

今週の相場展開は、266.2266.2266.2266.2 円（円（円（円（12/612/612/612/6））））まで上昇。その後は、上げもだえて週を終えた。 

 

チャートでは 241241241241.8.8.8.8 円（円（円（円（11/1211/1211/1211/12））））→→→→266.2266.2266.2266.2 円（円（円（円（12/612/612/612/6）まで）まで）まで）まで 24.424.424.424.4 円の上昇中円の上昇中円の上昇中円の上昇中。商品全体が天井を

打った10/5の275.5円に向けて戻っている道中であり、商品によってはそれを超えているもの、

あるいは全然届いていないものがあるわけだが、ゴムも同じように戻しているわけだ。 

もっともこのゴムの上げは、生産国のゴム価格テコ入れ政策が背景にあるわけだが、在庫や消

費動向を見る限り、所詮最後は｢天井を確認したら、また下げに転じるのだろう｣と思わざるを得

ない。 

まだ明確な戻り天井を確認したわけではないため、売るのはまだ早いかもしれないが、所詮最

後はどこで売るかだろう。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 12 月 233.3 6 月 26 日 271.5 10 月 5 日 204.5 8 月 15 日 250.9 

2013 年 1 月 230.2 7 月 26 日 272.7 10 月 5 日 205.6 8 月 14 日 252.0 

2013 年 2 月 230.0 8 月 26 日 274.2 10 月 5 日 216.4 8 月 31 日 254.4 

2013 年 3 月 253.5 9 月 25 日 275.5 10 月 5 日 240.0 

11 月 12

日 

258.2 

2013 年 4 月 262.1 

10 月 26

日 

263.9 

10 月 26

日 

241.8 

11 月 12

日 

260.8 

2013 年 5 月 259.7 

11 月 27

日 

266.2266.2266.2266.2    12121212 月月月月 6666 日日日日    245.6 

11 月 29

日 

263.6 

  

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、12 月限 250.9 円～5 月限 263.6 円と 12.12.12.12.7777 円円円円のののの順順順順ザヤザヤザヤザヤ。サヤに大きな変化は見

られないが、やはりサヤ滑りは起きているので、買い方は長くポジションを保持するのは不利だ。 

  

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、11/20 現在で 219 トン減の 6,520 トン。2 旬ぶりの減少である。 
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上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略… 

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、24,000 元台に少し戻してのもみ合い。 

 

タイ政府は、現在保有する 17 万トンの在庫の他、24 万トンのゴムを追加で買い付ける計画を

打ち出しているが、ゴム生産主要ゴム生産主要ゴム生産主要ゴム生産主要 3333 ヶ国によるゴム価格安定化策に関する会議が翌週のヶ国によるゴム価格安定化策に関する会議が翌週のヶ国によるゴム価格安定化策に関する会議が翌週のヶ国によるゴム価格安定化策に関する会議が翌週の 11111111・・・・12121212

日に開催される予定日に開催される予定日に開催される予定日に開催される予定となっている。 

…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、未だ戻り天井の確認は出来ていないが、産地のテコ入れで上昇し

た後は、最期にまた往って来いの下げが待っている相場であろう。じっくりと売り狙いのタイミ

ングを図りたい。    
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

今週の原油の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

12 月 3 日 \56,300 380 \54,830  

12 月 4 日 \55,900 -400 \54,320 -510 

12 月 5 日 \55,800 -100 \54,130 -190 

12 月 6 日 \55,370 -430 \53,620 -510 

12 月 7 日 \54,840 -530 \52,910 -710 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『もみ合いをどちらに放れて行くのかは、まだ不透明である。ただし基本的

には、押し目買いの対処の方に分がありそうな気はする』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 90.3390.3390.3390.33 ドル（ドル（ドル（ドル（12/312/312/312/3）まで上昇の後、反落して）まで上昇の後、反落して）まで上昇の後、反落して）まで上昇の後、反落して 85858585 ドル台への往っドル台への往っドル台への往っドル台への往っ

て来いて来いて来いて来い。週末 12/7 は、前日比 0.33 ドル安の 85.93 ドルでの終了である。 

 

チャートでは 100.42100.42100.42100.42 ドル（ドル（ドル（ドル（9/149/149/149/14））））が大きな抵抗でそびえ立っているが大きな抵抗でそびえ立っているが大きな抵抗でそびえ立っているが大きな抵抗でそびえ立っているが、84.0584.0584.0584.05 ドル（ドル（ドル（ドル（11/711/711/711/7））））

を底とする戻り相場は、戻り高値を更新するとを底とする戻り相場は、戻り高値を更新するとを底とする戻り相場は、戻り高値を更新するとを底とする戻り相場は、戻り高値を更新すると途端に急落して元に戻る展開途端に急落して元に戻る展開途端に急落して元に戻る展開途端に急落して元に戻る展開が、このところ続

いている。 

一目均衡表では、雲の下限で跳ね返させられる展開であり、下げもしなければ上げもしない、

つまりはもみ合い相場が続いている展開である。    

 

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは…中略… 

 

また 12/412/412/412/4 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

東京原油東京原油東京原油東京原油はははは、55,20055,20055,20055,200 円（円（円（円（11/2611/2611/2611/26）まで上昇の後）まで上昇の後）まで上昇の後）まで上昇の後にもみ合っていたがにもみ合っていたがにもみ合っていたがにもみ合っていたが、、、、今週は大きく値を消す展今週は大きく値を消す展今週は大きく値を消す展今週は大きく値を消す展

開となった開となった開となった開となった。高値からは 2,500 円ほど値を消したわけで、一目均衡表の雲の一時入った展開だ。 

 

この秋に NY 原油よりも上昇が激しかったのは円安の影響であるが、その円安も目先は止まっ

ている事が調整を大きくさせた原因だろう。 

よって、この夏場以降の 5555 万円～万円～万円～万円～55,00055,00055,00055,000 円の円の円の円の 5,0005,0005,0005,000 円幅のもみ合い円幅のもみ合い円幅のもみ合い円幅のもみ合いという大きな流れからは

脱却出来なかったわけで、今はそのもみ合いのほぼ中間地点に位置しているという事が言えるだ

ろう。 

 

原由の世界的な需給は景気後退で緩んでいるわけだが、背景にはシェールオイル、シェールガ背景にはシェールオイル、シェールガ背景にはシェールオイル、シェールガ背景にはシェールオイル、シェールガ

スなどの掘削技術の進歩もあるスなどの掘削技術の進歩もあるスなどの掘削技術の進歩もあるスなどの掘削技術の進歩もあるわけだ。…中略… 
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 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 12 月 \47,580 7 月 2 日 \\\\56,37056,37056,37056,370    12121212 月月月月 3333 日日日日    \46,240 7 月 3 日 \54,840 

2013 年 1 月 \48,890 8 月 1 日 \\\\55,95055,95055,95055,950    12121212 月月月月 4444 日日日日    \48,420 8 月 1 日 \53,800 

2013 年 2 月 \53,910 9 月 3 日 \\\\55,64055,64055,64055,640    12121212 月月月月 4444 日日日日    \50,290 9 月 21 日 \53,530 

2013 年 3 月 \52,040 10 月 1 日 \55,380 

11 月 26

日 

\50,610 

11 月 12

日 

\53,300 

2013 年 4 月 \51,740 11 月 1 日 \\\\55,30055,30055,30055,300    12121212 月月月月 4444 日日日日    \50,390 

11 月 12

日 

\53,090 

2013 年 5 月 \\\\54,86054,86054,86054,860    12121212 月月月月 3333 日日日日    \\\\55,10055,10055,10055,100    12121212 月月月月 4444 日日日日    \\\\52,61052,61052,61052,610    12121212 月月月月 7777 日日日日    \52,910 

  

結論として当方の相場観は、大きな流れの 5 万円～55,000 円でのもみ合い相場は、居心地の

良い水準なのだろうと考える。為替の大幅な変動がない限りは、この水準が続くものと思われ、

NY 原油も何か突発的な材料が出なければ 80 ドル台後半でのもみ合いとなるのだろう。よって、

逆張りでの対応がベターと見る。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

12 月 3 日 \67,950 470 \68,760 120 

12 月 4 日 \67,280 -670 \68,210 -550 

12 月 5 日 \66,290 -990 \68,040 -170 

12 月 6 日 \65,440 -850 \67,530 -510 

12 月 7 日 \65,770 330 \66,860 -670 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『全限一代高値の更新中であるが、スポット価格は 7 万円台に乗せており、

過熱感がさほど感じられない状況では、更に価格が舞い上がる可能性は否定出来ない。ガソリン

高の明確な材料がないだけに、材料がない相場は怖いという状況である』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けまでは高値追いとなったものの、その後は反落に転じて高値から高値から高値から高値から

2,0002,0002,0002,000 円超の下落へ円超の下落へ円超の下落へ円超の下落へ。NY 原由の下落と円安進行の停止が、調整安に繋がる事となった。 

 

先週号で『非常に力強い上昇を示しているチャートであり、週末現在では相対力指数もまだ

66 ポイント台。この状態でも買われ過ぎとはなっていないわけで、この調子では吹き上げるま

で押し目買いの展開が続くのかもしれない』とした予測は、残念な結果となってしまった。 

やはり大元の原由の上昇がなければ、製品であるガソリンの高騰も難しかった大元の原由の上昇がなければ、製品であるガソリンの高騰も難しかった大元の原由の上昇がなければ、製品であるガソリンの高騰も難しかった大元の原由の上昇がなければ、製品であるガソリンの高騰も難しかったという事だ。

材料がない中での急騰劇は、何の事は無いそのままの意味だったということ。 

もっとも、調整安が完了すれば、相場はまた上げに転じるのだろうと思われるが。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 1 月 \54,070 6 月 26 日 \\\\68,00068,00068,00068,000    12121212 月月月月 3333 日日日日    \53,460 6 月 26 日 \65,770 

2013 年 2 月 \58,670 7 月 26 日 \\\\67,19067,19067,19067,190    12121212 月月月月 4444 日日日日    \58,160 7 月 27 日 \65,040 

2013 年 3 月 \64,510 8 月 27 日 \\\\67,49067,49067,49067,490    12121212 月月月月 4444 日日日日    \61,020 9 月 21 日 \65,440 

2013 年 4 月 \63,400 9 月 26 日 \\\\69,09069,09069,09069,090    12121212 月月月月 3333 日日日日    \62,560 11 月 6 日 \67,040 

2013 年 5 月 \65,180 

10 月 26

日 

\\\\69,07069,07069,07069,070    12121212 月月月月 4444 日日日日    \62,490 11 月 6 日 \66,930 

2013 年 6 月 \67,980 

11 月 26

日 

\\\\69,08069,08069,08069,080    12121212 月月月月 3333 日日日日    \66,620 

11 月 29

日 

\66,860 

 

12/712/712/712/7 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

  

12/112/112/112/1 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、大勢では押し目買いだろうが、目先は 69,080 円（12/3）で天井

を付けている可能性も高いだろう。突っ込み買い、戻り売りでの対処が良いと見る。 

 



 12 

〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

12 月 3 日 \73,290 680 \67,490 190 

12 月 4 日 \73,080 -210 \66,950 -540 

12 月 5 日 \73,250 170 \66,650 -300 

12 月 6 日 \73,320 70 \66,160 -490 

12 月 7 日 \73,140 -180 \65,390 -770 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『このところの冷え込みで、国内需給も非常にタイトな状況に陥っている。

現状ではまだ過熱感もないため、一段高すると考えるのが無難だろう。押し目買い方針である』

とコメントした。 

今週の相場展開は、67,80067,80067,80067,800 円（円（円（円（12/412/412/412/4）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇するものの、その後は反落に転じて 3,0003,0003,0003,000 円円円円

近い下落近い下落近い下落近い下落。 

 

12/412/412/412/4 には全限一代高値の更新には全限一代高値の更新には全限一代高値の更新には全限一代高値の更新となったわけだが、チャートではどうやらそこで目先天井を打チャートではどうやらそこで目先天井を打チャートではどうやらそこで目先天井を打チャートではどうやらそこで目先天井を打

った模様った模様った模様った模様。相場では天井は二度打つ（2 番天井がある）ケースが多いわけなので、大天井とはま

だ言わぬが、4 日以降の失速ぶりを見る限り、そういう判断とせざるを得ないだろう。 

 

下手すれば青天井かも…と期待したのだが、大元の原油相場が上昇しなければ、やはり多少需

給はタイトだとは言え、製品相場単独で高騰するわけにも行かないのだろうという事だ。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 1 月 \57,800 6 月 26 日 \\\\74,08074,08074,08074,080    12121212 月月月月 4444 日日日日    \57,080 6 月 29 日 \73,140 

2013 年 2 月 \61,810 7 月 26 日 \\\\72,80072,80072,80072,800    12121212 月月月月 4444 日日日日    \61,350 7 月 26 日 \71,750 

2013 年 3 月 \67,500 8 月 27 日 \\\\70,88070,88070,88070,880    12121212 月月月月 4444 日日日日    \64,080 11 月 6 日 \68,670 

2013 年 4 月 \64,320 9 月 26 日 \\\\69,48069,48069,48069,480    12121212 月月月月 4444 日日日日    \62,960 11 月 6 日 \66,780 

2013 年 5 月 \64,410 

10 月 26

日 

\\\\68,46068,46068,46068,460    12121212 月月月月 4444 日日日日    \62,530 11 月 6 日 \65,600 

2013 年 6 月 \67,680 

11 月 26

日 

\\\\67,80067,80067,80067,800    12121212 月月月月 4444 日日日日    \\\\65,09065,09065,09065,090    12121212 月月月月 7777 日日日日    \65,390 

  

12/712/712/712/7 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

 

12/112/112/112/1 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、チャートは目先天井の確認から、戻り売りを示唆。しかし現在の

需給はタイトなので、一方的な下落にはならないだろう。大きな逆張りに入るかもしれない。 
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 〔〔〔〔その他その他その他その他〕〕〕〕    

〇NY パラジウム日足 

…削除済み… 

    先のジョンソン・マッセイ社の需給報告（11 月 13 日公表）では、プラチナも供給不足だった

が、パラジウムはその倍以上の供給不足と発表されていたパラジウムはその倍以上の供給不足と発表されていたパラジウムはその倍以上の供給不足と発表されていたパラジウムはその倍以上の供給不足と発表されていた。 

 だから NY パラジウムの上昇は、586 ドル→700 ドルと 110 ドル以上の上げで、20％ほどの上昇

率となっているわけだ。これはプラチナの上げ率よりもはるかに大きい。 

…中略… 

    

〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

パラジウムが 10 月の高値をオーバーし、9 月の高値をトライするように週末 700 ドル台乗せ

を果たしているが、NY プラチナはこれを見ると、全然上がっていない事に気がつくだろう。 

 

〇東京灯油 1 月限一代足 

…削除済み… 

これは東京灯油 1 月限の一代足である。 

先物チャートと比較すれば良くわかるのだが、先物引き継ぎ足では 9 月の高値に全然届いて

ないのだが、1 月限ははるかに上まで上昇しているわけだ。 

57,00057,00057,00057,000 円くらいで円くらいで円くらいで円くらいで 6666 月末に発会したものが、今は月末に発会したものが、今は月末に発会したものが、今は月末に発会したものが、今は 74,00074,00074,00074,000 円台まで円台まで円台まで円台まで 1111 万万万万 7,0007,0007,0007,000 円上がっ円上がっ円上がっ円上がっていていていてい

るわけだるわけだるわけだるわけだ。 

…中略… 

 

〇東京大豆 12 月限一代足 

…削除済み… 

 こちらは東京大豆の 12 月限の一代足である。 

 昨年末に 38,000 円程度で発会した相場は、夏場には夏場には夏場には夏場には 64,00064,00064,00064,000 円近くまで上昇円近くまで上昇円近くまで上昇円近くまで上昇し、天井を付け

て 5 万円割れまで下落しているのが判る。 

…中略… 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


